
 

協議会事務局では里親同士、里親と児童相談

所または里親と地域社会を『つなぐ』をテーマ

に事務局通信を発行しています。 

私たち里親自身が里親のために取材をし、分

かりやすく編集してまいります。 

 

お知らせ 1 各表彰のお知らせ 

厚生労働大臣感謝状 

宮津夫妻、島津夫妻 

全国里親会長表彰  

宮津夫妻            

九州社会福祉協議会連合会長表彰(申請中) 

駒井夫妻 

九州地区里親連絡協議会長表彰(申請中) 

園田さおり、清原夫妻 

 

受賞おめでとうございます！ 

 

お知らせ 2 七五三のお祝い助成 

全国社会福祉協議会の福祉部より「七五三の

お祝い」に対する助成の要項が届いています。

本事業は、株式会社ジェイ・ストーム様から「子

どもたちのために活用してほしい」とのご意向

により寄せられた寄付金をもとに、七五三のお

祝い費用の一部を助成するものです。 

令和 2 年に 7 歳 5 歳 3 歳の子 

     どもを祝う行事が対象。 

1 人 3 万円を限度に助成。 

申請は 12 月 25 日(金)まで。 

希望される方は事務局までご連絡下さい。 

 

お知らせ 3 熊本市支部交流話し合い 

9/24（木）に、熊本市児童相談所と里親 

協議会熊本市支部理事による交流話し合いが

行われました。 

今回の内容は、里親の困り事や関係機関の

繋がり方について、1 つ 1 つ丁寧に前向きな

回答をいただき、とても有意義な話し合いが

出来ました。       （園田さおり） 

お知らせ４ 小さな勉強会（熊本市西区） 

熊本市西区の小さな勉強会を、10/17（土）

藤崎台童園様、里親支援専門相談員の先生方の

全面協力の元、感染対策、ソーシャルディスタ

ンスを保ち、里親 8 人、子ども 3 人、相談員

の先生 2 人にて実施しました。 

Zoom で行う事も考えましたが、何名かの里

親から直接会って話が出来たらとの事で、十分

注意しながら行いました。 

話し合いの内容として、 

・コロナ禍で家庭体験が出来ず、 

里親施設共に困っている。 

・委託率を上げていこうと盛り上がっていた所

にコロナで動きが止まり、今後どうなって行

くか不安。 

・自粛生活で外に出る事が出来ず、子どもを預

ける事も出来ず、人と話す事が出来ず、スト

レスが溜まっている。 

・里親制度を過ぎた子ども達への農業、家業で

の職親的支援が出来れば。 

・農業をされている里親さんの所で、希望を募

って農業体験、みかん狩りなどが出来れば。 

など、コロナでの生活環境、社会環境の変化で

困り事、不安が多く聞かれましたが、前向きな

意見も出てきました。 

1 日も早く元の生活に戻れるよう、コロナの

終息を願うと共に、zoom など色々な方法を考

えながら里親、里子への支援が出来るよう力を

合わせて頑張りましょう。  （岩村栄二） 

 

お知らせ 5 全里メーリングリスト登録 

全国里親会が運営しているメーリングリス

トがあります。登録したメール宛に、最新情報

や研修などの情報が届くのでおすすめです。全

里のホームページから登録できます。 

 

公益財団法人全国里親会 

https://www.zensato.or.jp/ 

 

     この「事務局通信」は、赤い羽根 

     共同募金配分金を受けて作成した 

     ものです。 
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お知らせ 6  県中央支部里親サロン報告 

10/31（土） 和田宅にて開催 

参加者：今月認定予定の新規特別養子縁組里親

ご夫婦、和田家 

内容：座談会、質問等 

（質問） 

・児童相談所で登録をできそうな状態だが、民

間でも登録予定があるかと何度か聞かれる。

自分たちでも、民間団体も調べてみていると

のこと。そのことについて、情報や意見交換。 

・委託までの期間や、委託時の月齢、育児につ

いてなど。 

・特別養子縁組だけでなく、養育里親への興味

もあるが、夫婦でもまだ検討中。 

・高齢育児について。 

・子どものライフストーリーワークについて。 

等、ざっくばらんに話し、意見交換しました。 

（和田洋子） 

 
お知らせ 7  小さな勉強会（熊本市南区） 

11/29（日） 於：菊水学園 

参加者大人 12 名、子ども 5 名。「ネット社

会を考える」。特に子どもにユーチューブ

（YouTube）の見せ方はどうしているかや

Zoom の授業はどうしたかという話で盛り上

がりました。子供の方が覚えが早く、親が教

えてもらう場面もあるとか、YouTube では

買い物の画面に飛ぶ場合があり注意が必要と

かありました。地区委員の城本さんの司会で

楽しく会が進行した次第です。 （米田勇人） 

 

お知らせ 8  本の紹介 

「子どもの心の声を聴く」 

～子どもアドボカシー入門～ 
 
岩波書店 
定価 520 円＋税  
著者：堀 正嗣  

（熊本学園大学 
社会福祉学部教授） 

 

 

 

いま、世界で注目されている「子どもアドボカシー」 

基礎から具体的にわかる決定版（表紙より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  

今回のマンガは私も経験済みです(笑)。皆 

様のあるある情報もぜひお寄せくださいね。 

コロナ禍によりこれまでとは違うお困り事

もあるかもしれません。ご不安・ご不明な点

などがありましたらご相談下さい。小さな事

でも構いません。おつなぎいたします。 

見通しが立たず大変な中ではありますが、

皆様ご自愛の上、どうぞよいお年をお迎えく

ださい。             （今西） 
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